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生徒が 見つ けた 2変数の 因数分解の 解法につ い て
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1 学 期 中 間 考 査 に お い て 、 生 徒 の 答 案 の 中 に 面 白 い 解
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、　 じ 定 数 の 因 数 　 組 み 合 わ せ る ）

い る と み ん な そ う な っ て い る の

の こ と 。 彼 女 は 数 学 が 得 意 で は
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と も 2 次 式 の 場 合 の こ の 因 数 分

聖
−

・

別

解

％
気

努

け

考

　

κ

−

式

ン

分
る

゜

5
　

＋

与

，

数
あ

と

方
こ

を

い

含
ジ

κ

因

で

る

り
つ

れ
つ

　

　

　

て

を

て

の

よ

や
こ

そ

に

　

23

つ

式

し

も

に

の

、

、

法

　

　

〜
与

視

う

徒
こ

が

て

解

　

　

　

　

ー

　
い

生

、

い

さ
の

　

　

　

　

　

　

と

　
で

な

　
解

て

と

あ

数

つ

ー

で

変

や
。

徒
2

を

た

生

に

゜

　
へ

集
し

る

下

る

題
っ

す
以

す

　
　
あ

問

力

力

て

察

、

に

つ

受
て

H ． 2 変 数 の 因 数 分 解 の 解 法
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　   な ら ば 「  か っ   j が 成 り 立 っ か ら 、
「  か っ   」 が 成 立 し な
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　 容 易 に 分 か る よ う に 、 x に 関 す る 因 数 及 び y に 関 す る 因 数 と も 2

項 ず っ で あ る か ら 、 そ の 組 合 せ は 高 々 2 通 り に 限 ら れ る 。

　 す な わ ち 、 F （X 」
0 ）＝ A （x ）B （x ），

　 F （0
，y ）； C （y ）D （y ）　 と す る

　F （x 、 y ）は 、　 A （κ）と C （y）及 び B （x ）と D （y）の 組 合 せ 、 ま た は 、　 A

（x ）と D （y ）及 び B （x ）と C （g ）の 組 合 せ の 2 通 り に 限 ら れ る 。

　具 　的 に は 、   と   に お い て 、 次 の 場 合 に 2 通 り の 組 合 せ が で き
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